
こ
の
た
び
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
６
階

東
病
棟
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
、
４
階
・
５
階

か
ら
の
異
動
と
、
４
月
１
日
に
神
戸
赤
十
字

病
院
に
就
職
し
た
職
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

師
長
は
わ
た
く
し
天
野
智
子
、
看
護
係
長
は

野
村
美
智
子
、
看
護
職
員
は
総
勢
27

名
で

す
。
新
規
採
用
者
も
、
様
々
な
分
野
で
経
験

を
積
ん
だ
看
護
師
と
、
免
許
と
り
た
て
ほ
や

ほ
や
で
、
神
戸
赤
十
字
病
院
で
看
護
師
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
、
そ

れ
こ
そ
若
葉
マ
ー
ク
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

等
、
最
初
は
混
成
の
チ
ー
ム
で
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
っ
て
は
病
棟
医
の

吉
新
祥
一
小
児
科
部
長
、
佐
藤
朝
臣
婦
人
科

副
部
長
、
６
階
東
病
棟
担
当
杉
原
千
晶
薬
剤

師
等
と
、
よ
り
良
い
病
棟
に
し
て
い
く
た
め

に
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
最
初
は
未
熟

な
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
様
方
か

ら
ご
意
見
を
頂
き
、
多
く
の
職
員
の
支
援
も

受
け
、
安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
丸

と
な
っ
て
明
る
く
活
発
に
切
磋
琢
磨
で
き
る

い
い
チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
看
護
師
長

天
野
智
子
）

昨
年
８
月
の
開
院
後
、
平
成
１５
年
度
は
定
床
310

床

の
う
ち
210

床
を
稼
動
さ
せ
、
病
院
の
活
動
状
況
を
み

な
が
ら
新
病
棟
開
設
時
期
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
予
想
以
上
に
早
く
稼
動
率
が
上
が
り
、
当
院
の

基
本
姿
勢
で
あ
る
「
入
院
依
頼
を
断
ら
な
い
こ
と
」

が
難
し
く
な
る
ほ
ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
本

年
４
月
に
６
階
東
病
棟
（
50

床
）
、
１０
月
に
６
階
西

病
棟
（
50

床
）
を
開
設
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

病
棟
運
用
の
基
本
的
方
針
は
今
迄
通
り
全
科
の
共

用
と
し
ま
す
が
、
４
月
に
開
設
し
た
６
階
東
病
棟
は

社
会
の
要
望
に
応
え
て
、
原
則
と
し
て
女
性
・
小
児

用
の
病
棟
に
い
た
し
ま
し
た
。
病
棟
医
の
小
児
科
吉

新
祥
一
部
長
、
天
野
智
子
看
護
師
長
を
中
心
に
、
皆

様
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
も
ら
っ
て
、
安
全
で
快
適
な

病
棟
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
よ
り
良
い
病

棟
に
す
る
た
め
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
方
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
と
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
院
長

小
川
恭
一
）

４
月
１
日
、
６
階
東
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

小
児
科
、
婦
人
科
を
主
体
と
す
る
女
性
が
中
心
の
病

棟
に
な
る
予
定
で
す
。
昨
年
８
月
に
４
階
・
５
階
に

４
つ
の
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の
患
者

さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

。

神
戸
赤
十

字
病
院
に
は
19

の
診
療
科
が
あ
り
、
こ
の
４
つ
の

病
棟
に
、
混
合
で
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
部

屋
が
な
く
て
入
院
を
待
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ご
希

望
の
お
部
屋
に
入
院
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
、
再
三
あ
り
ま
し
た

6階東病棟スタッフ　正面左から天野師長・吉新小児科部長・佐藤婦人科副部長

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

６
階
東
病
棟
が



”
診
療
科
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
”
で
は
、
今
後

順
次
皆
様
に
院
内
の
各
診
療
科
よ
り
細
や

か
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
は
６
階
東
病
棟

開
設
に
伴
い
、
婦
人
科
を
特
集
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か

婦
人
科
の
目
指
す
医
療
は

病
院
の
基
本
理
念
、
患
者
の
権
利
宣
言
に
も

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
下
の
点
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

婦
人
科
な
ら
び
に
妊
娠
初
期
の
救
急
疾
患
に

対
し
て
夜
間
、
休
日
を
含
め
迅
速
に
対
応
す
る

こ
と
、
腫
瘍
に
対
し
、
手
術
や
放
射
線
、
抗
が

ん
剤
等
を
組
み
合
わ
せ
、
最
適
な
治
療
を
提
供

す
る
こ
と
、
総
合
病
院
の
利
点
を
生
か
し
、
他

の
診
療
科
と
連
携
し
て
治
療
に
あ
た
る
こ
と
、

手
術
が
必
要
な
場
合
、
膣
式
や
腹
腔
鏡
、
子
宮

鏡
な
ど
の
低
侵
襲
な
術
式
を
提
案
致
し
ま
す
。

開
腹
手
術
に
お
い
て
も
、
抜
糸
や
ク
リ
ッ
プ
の

除
去
が
不
要
で
、
傷
の
痛
み
や
美
容
面
に
配
慮

し
た
縫
合
を
行
い
、
さ
ら
に
ケ
ロ
イ
ド
の
予
防

処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
量
の
性
器
出
血
や
子
宮
筋
腫
に
対
し
て
、
手

術
を
避
け
た
い
、
あ
る
い
は
子
宮
の
温
存
（
残

す
こ
と
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
放
射
線
科
の

協
力
の
も
と
、
子
宮
動
脈
塞
栓
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。

婦
人
科
か
ら
の
お
願
い

当
科
で
は
、
患
者
さ
ま
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
、
診
察
室
と
内
診
室
を
ひ
と
つ
の
ス
ペ
ー

ス
と
考
え
、
一
人
ず
つ
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
診
察
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
は
じ
め
て
受

診
さ
れ
る
場
合
に
も
予
約
セ
ン
タ
ー
（
電
話

241

9273

）
を
通
じ
て
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
当
科
で
は
分
娩
は
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
月
経
が
遅
れ
て
い
る
、

妊
娠
し
て
い
る
の
で
は
？
と
い
っ
た
相
談
や
、

妊
婦
健
診
は
可
能
で
す
。
里
帰
り
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
分
娩
先
の
医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

■月経が不順である、不正性器出血がある 

■月経時の痛みがひどい、出血が多い 

■下腹部痛がある、おなかが出てきた 

■おりものが多い、においが気になる、かゆみがある

■外陰部にかたまりを触れる 

■更年期障害 

(のぼせる,汗をかく,手足が冷える,夜眠れない) 

■トイレが近い、残尿感がある、排尿時に痛みがある

■子供を授かりたい 

■避妊したい 

■月経が遅れている、妊娠しているのでは？ 

■子宮がん検診を受診したい、妊婦健診を受診したい

エコー検査をする立岩医師

VOL.1 

「患者さまのプライバシーに

配慮した医療を」

科人婦

？

？

？

診察受付④ 

お
待

ち し
て い ま

す
佐藤佐藤 朝臣朝臣（さとうさとう あそみ）み） 

神戸大学平成 2年卒 

神戸大学大学院平成 7年卒

米国ワシントン大学医学部留学平成 7-9年 

日本産科婦人科学会専門医 

母体保護法指定医 

神戸大学医学部非常勤講師 

近畿産科婦人科学会内分泌研究部会委員 

立岩立岩 尚（尚（たていわていわ ひさし）し） 

富山医科薬科大学平成１０年卒 

日本産科婦人科学会専門医 

婦人科副婦人科副部長 佐藤佐藤 朝臣

外来での診察にあたる佐藤副部長

-



循環器副部長 黒田祐一

２月５日に第２回のＨＡＴ健康セミナーが開催されまし
た。
本セミナーはＨＡＴ神戸を中心とした地域住民の皆様の健

康増進を目的としたものです。今回のテーマは「高血圧」で、

第１回の「糖尿病」に引き続いて生活習慣病をとりあげまし

た。高血圧という病気について、高血圧とストレスの関係、

食事の注意点についての講演のあと、質疑応答が行われまし

た。高血圧は脳梗塞・心筋梗塞とい

った心血管病の原因となる病気で

す。正しく治療することで心血管病

の予防が可能です。今回のセミナー

が参加していただいた皆様の健康維

持に役立てば幸いです。

HATHAT 健 康 セ ミ ナ ー 報 告健 康 セ ミ ナ ー 報 告

防
止
で
き
安
心
で
す
。
ち
な
み
に
、

現
在
、
全
国
で
発
行
さ
れ
て
い
る

処
方
箋
の
５
０
％
以
上
が
「
院
外

処
方
箋
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
剤
で
き
る
薬
局
は
、『
処
方
箋

受
付

保
険
薬
局
』『
保
険
調
剤
』

『
基
準
薬
局
』
の
表
示
を
し
て
い

ま
す
。「
院
外
処
方
箋
」
を
も
ら
わ

れ
た
の
を
機
に
、
か
か
り
つ
け
薬

局
を
選
ば
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ど
こ
を
選
ん
で
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
は
院
内
の
薬
剤
部

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
病
院
で
お
薬
を
も
ら
っ

て
い
た
の
に
、
お
薬
の
か
わ
り
に

「
院
外
処
方
箋
」
を
渡
さ
れ
た
。

お
薬
は
今
ま
で
と
同
じ
？
と
不
安

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
院

外
処
方
箋
」
を
保
険
薬
局
に
渡
し

ま
す
と
病
院
で
も
ら
っ
て
い
た
の

と
同
じ
お
薬
が
受
け
取
れ
ま
す
。

こ
れ
が
、
厚
生
労
働
省
が
す
す

め
る
医
薬
分
業
で
す
。
医
薬
分
業

に
よ
っ
て
、
患
者
様
に
最
適
の
お

薬
が
選
択
で
き
る
こ
と
や
、
か
か

り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
け
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
病
院
で
受
け
取
ら
れ

た
お
薬
の
重
複
（
成
分
が
重
な
っ

て
お
薬
の
作
用
が
強
く
現
れ
る
）

や
相
互
作
用
（
お
薬
の
飲
み
併
せ

で
発
現
す
る
副
作
用
）
を
未
然
に

お薬 四 方 山 話四 方 山 話
よ も や ま ば な し

1 1 

薬剤部部長薬剤部部長 松林松林 照久

柏餅の作り方
[1人当たり 160kcal] 

上新粉（米粉）120g 溶き水 15ml 
ぬるま湯 100ml 漉し餡 160g 
砂糖 40g 柏葉 8枚
片栗粉 15g 

材料（８人分）

●作り方

①上新粉に分量のぬるま湯を少しづつ加え

ながらこねて、耳たぶの硬さまで調整す

る。

②細かくちぎり、強火で蒸す（１０分以内）

③冷水に取り出し均等な硬さにする

④砂糖を少しずつ練りこみ、水溶き片栗粉を

少しずつ練りこみ、８等分にまるめ、こし

あん２０ｇを餅生地に包み込む。

⑤柏の葉で包み強火で５分蒸す。

栄養課課長栄養課課長

福井福井 俊弘俊弘

洋上で傷病者が発生した場合、医師・看護師な

どを海上保安庁の巡視船・航空機によって現場に

急送し、治療を続けながら陸上の病院に搬送する

救急活動は、1985年から始まりました。神戸市か

らは 1989 年に神戸掖済会病院から出動した実績

があります。

訓練では神戸市内の四つの医療機関から医師・

看護師が巡視船に乗り組み、設備見学とヘリコプ

ターの試験飛行などを行いました。実際の救助場

面では、悪天候により危険が伴うこともあります。

洋 上 訓 練 報 告訓 練 報 告

①船内訓練の一コマ

②ヘリ前集合

③ヘリポートを備えた

巡視船せっつ

五
月
（
端
午
）
の
節
句
に
食
べ
る
代
表
的
な
餅
菓

子
と
し
て
「
か
し
わ
も
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

蒸
し
た
上
新
粉
の
餅
生
地
で
あ
ん
を
包
み
、
柏
の

葉
で
く
る
ん
だ
も
の
で
す
。

柏
の
由
来
は
古
代
に
ま
で
遡
り
、
当
時
は
食
物
を

包
ん
だ
り
食
器
と
し
て
使
わ
れ
た
葉
を
、
総
称
で
炊

葉
（
か
し
ぎ
は
）
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
、
そ

れ
が
”
か
し
わ
”
に
転
じ
、
現
在
の
柏
に
そ
の
名
が

残
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
椿
餅
や
桜
餅
、
柏

餅
と
い
っ
た
和
菓
子
に
、
正
月
に
か
か
せ
な
い
ウ
ラ

ジ
ロ
や
弁
当
な
ど
で
活
躍
の
バ
ラ
ン
、
朴
や
柿
、
笹

の
葉
で
包
ん
だ
寿
司
な
ど
、
日
本
に
は
葉
を
活
用
し

た
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
古
来
よ

り
葉
を
器
と
し
て
使
っ
て
い
た
名
残
と
も
い
え
ま
す

が
、
何
か
と
役
立
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
味
移
り
を

防
ぐ
こ
と
に
、
持
ち
運
び
の
し
や
す
さ
、
手
で
直
接

食
物
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
利
便
性
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
葉

が
持
つ
芳
香
も
期
待
で
き
ま
す
。
で
も
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
殺
菌
・
抗
菌
作
用
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
魚
を
使
っ
た
寿
司
も
、
酢
を
使
う
と
共
に
笹

や
柿
な
ど
の
葉
で
包
む
こ
と
で
、
よ
り
保
存
性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
の
代
用
品
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
仕
切
り
や
飾
り
の

役
目
と
し
て
の
み
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
冷
蔵
庫
の
な
か
っ
た
昔
に
は
、
鮮
度
を
保

つ
た
め
に
か
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

毎週水曜日の朝７時５０分から、各

診療科の専門の医師より最新の話題等

を中心にレクチャーを行っています。

自由参加にも関わらず職員の関心は高

く、医師のみならず看護師、コ・メデ

ィカル、事務職員も多数参加し毎回盛

況です。日々進歩する医療に対応でき、少しでも患者さまのお

役にたてるよう職員一同努力していきたいと考えております。

なぎさなぎさモーニモーニングングレクチャクチャー

1 3/10 築部Dr(心外) 急性大動脈解離のUp-to-date 

2 3/17 藤井Dr(消) 内視鏡的治療について 

3 3/24 坂田Dr(外) 腫瘍性膵嚢胞性疾患 自験例を中心に 

4 3/31 細田Dr(脳外) 最近の脳卒中の治療 

5 4/7 高岡Dr(循) 冠動脈ｲﾝﾀーﾍ゙ﾝｼｮﾝのUp-to-date 

6 4/14 荒木Dr(麻酔) 心臓のｴﾈﾙｷ゙ 消ー費 

7 4/21 小林Dr(救急部) 重症急性膵炎の診療 

8 4/28 伊藤Dr(整形) 救急外来における基本的整形外科的診察法

『院外処方箋を院外処方箋を
受け取ったら受け取ったら』

会場では血圧測定も会場では血圧測定も

① ②

③



左側よりENKHTSETSEG院長、小川院長、モンゴル協会の方 
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。
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モ
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ゴ
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お
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モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
状
況
は
極
度
に
悪
い
為
、

H16H16.6.6.1.1現在

★受付時間 AM8:30～AM11:30 

★診察のご予約は予約センターまでどうぞ （TEL：241‐9273） 

科目 月月 火 水 木 金 

伊藤 伊藤 甲斐 長谷川 伊藤 

中後 
（リハビリ）

長谷川 戸田 
中後 

（リハビリ）
戸田 

整形外科整形外科
リハビリリハビリ

テーショテーション科ン科
午前 

柴原 甲斐 矢形 柴原 矢形 

脳神経外脳神経外科 午前 細田 / 中村 細田 / 

心臓血管心臓血管外科外科 午前 築部 築部 / 林 築部 

坂田 担当医 森 坂田 岡本 
外 科 午前 

門脇 / 田村 / / 

診
察
受
付
１

麻 酔 科 午前 築地 大川 荒木 溝上 大川 

総合診療総合診療科 午前 岡林 沼田 高井 岡林 藤井 

高井 堀松 川島 高井 川島 
内科内科 午前 

/ / 國定 / 岩本 

消化器科消化器科 午前 藤井 坂下 藤井 坂下 / 

呼吸器科呼吸器科 午前 沼田 梶本 / 沼田 梶本 

放射線科放射線科 午前 杉本 / 森 / 江島 

循環器科循環器科 午前 高岡 黒田 / 高岡 村田 

神経内科神経内科 午前 米田 / 米田 山本 / 

午前 村上 小笹 村上 小笹 村上 

診
察
受
付
２

心療内科心療内科
午後 / 

村上 
(初診予約)

/ 
村上 

(初診予約)
/ 

午前 吉新 山辺 吉新 山辺 吉新 

田村 
(アトピー)

山辺 
(乳児検診)

田村 
(アトピー)

田村 
(アトピー)

吉新 

(腎・アレルギー)小 児 科 
午後 

山辺 
吉新 

（予防接種）

山辺 
(発達行動心身外来)

吉新 山辺 

診
察
受
付
３

眼 科 午前 倉田 中西 倉田 倉田 倉田 

皮 膚 科 午前 / 山田 山田 / / 

泌尿器科泌尿器科 午前 井上 井上 / 井上 
井上（第 1・3・5週）

彦坂（第 2・4週）

耳 鼻 科 午前 大津 貫名 大津 貫名 大津 

診
察
受
付
４

婦 人 科 午前 佐藤 立岩 佐藤 立岩 佐藤 
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患者患者の権利に関利に関する宣言 

神戸赤十字病院は、医療の中心は患者さまであり、医療行為が患者さまと医療関係者との信

頼関係の上に成り立つものであることを深く認識し、ここに、「患者の権利に関する宣言」を制

定いたします。

当院の全職員は、この、「患者の権利に関する宣言」を守り、患者さまの医療に対する主体的

な参加を支援して参ります。

1.個人の尊重個人の尊重

個人として、その人格・価値観などが尊重されます。

2.最善の医療を平等に受ける権利最善の医療を平等に受ける権利

最善の医療を平等に受ける権利があります。

3.知る権利知る権利

自分が受けている医療について知る権利があります。

4.インフォームド・コンセントインフォームド・コンセント

自分が受ける検査や治療の内容や危険性、他の方法の有無などについて、十分に理解で

きるまで説明を受ける権利があります。

5.自己決定権自己決定権

十分な説明と情報提供をうけたうえで、自己の自由な意思に基づいて、治療方法を選択

したり医療行為を拒否する権利があります。

6.プライバシーの権利プライバシーの権利

自分の情報を承認なしに第三者に開示されない権利があります。

基本方針基本方針 

1．患者さまを中心として、人権と意思を尊重

し、安心と満足が得られる医療を提供いたし

ます。

2．地域医療機関との連携を保ち、患者さまに一

貫した医療を提供いたします。

3．救急医療、災害救護活動、国際救援活動を行

います。

4．内外の医療従事者の育成に努めます。

5．わたしたちは、日々研修・研鑽に、明るく活

力のある職場づくりに努めます。

６月１日から外来診察担当医表が変更になります６月１日から外来診察担当医表が変更になります

医
療
事
情
も
日
本
の
そ
れ
に
比
べ
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く
な
っ
た
神
戸
赤

十
字
病
院
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
激
し
く
感

動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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ン
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景
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か
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当
院
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